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素
因
恋
大
震
災
は
つ
い
て

三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
地
震
に
よ
り
、
東
北
地
方
を

中
心
旺
甚
大
媛
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
、
新
棄

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
こ
の
こ
と
を
諸
事
は
す
べ
き
か
迷
い
ま
じ
だ
が
、

会
員
様
で
あ
る
皆
様
は
少
し
で
も
役
l
こ
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
い
特
集
と

し
て
掲
載
い
燈
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
震
災
だ
よ
っ
て
亡
く
怒
ら
れ
た
方
々
へ
、
心
よ
り
お
悔
み
を

申
し
上
ば
ま
ず
と
共
ほ
、
被
災
き
れ
た
方
々
が
一
日
で
も
曇
、
一
狂
気
を

取
里
戻
せ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
日
に
大
地
震
が
発
生
し
て

週
間
後
、
新
東
金
広
報
宛
て
に
一
遍
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
送
り
主
は
加
藤
大

吾
さ
ん
と
い
う
、
山
梨
県
は
て
ア
ウ
ト
ド

ア
I
講
師
を
さ
れ
て
い
る
万
か
ら
で
す
。

内
容
を
読
ん
で
み
る
と
、
現
在
、
宮
城
県

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
で
し
た
。
「
と
に
か

く
物
資
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
で

手
配
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま

す
。
関
東
で
は
買
い
だ
め
に
よ
り
品
物
が

不
足
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
西
日
本

側
に
知
り
合
い
が
い
る
よ
う
で
し
た
5
、

何
と
か
手
配
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
。
ま

た
、
こ
の
メ
ー
ル
を
な
る
べ
く
多
く
の
方

へ
転
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
※
一
部
省

略
」
と
い
う
メ
ー
ル
で
し
た
。
そ
の
と
き

必
要
と
さ
れ
た
救
援
物
資
は
次
の
通
で
す
。

地
震
発
生
後
、
一
週
間
で
必
要
と
さ
れ
た

質

（
大
人
～
子
供
中
古
品
可
）

下
着
類
（
新
品
の
み
）

3
才
ム
ツ
（
新
品
の
み
）

4
タ
オ
ル
、
軍
手
等
（
新
品
の
み
）

5
お
米

6
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
（
な
る
べ
く

そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
も
し
く

は
赤
湯
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
）

7
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ

8
テ
ン
ト
、
彊
袋
（
害
品
可
）

9
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
電
池

地
震
発
生
後
、
〓
週
間
で
必
要
と
さ
れ
た

食
（
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
、
缶
詰
、

イ
フ
ル
ー
ツ
、
ナ
ッ
ツ
な
ど
）

2
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

3
市
販
の
医
薬
品
（
ガ
ー
ゼ
等
も
含
む
）

※
お
米
や
防
寒
服
は
足
り
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
食
料
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
何
卒
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
、
被
災
地
で
は
、

日
々
必
要
と
さ
れ
る
物
資
が
変
わ
る
よ
う

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
必
要
と
さ
れ
る
物
資
は
、
山

梨
大
学
の
駐
車
場
に
特
設
さ
れ
た
救
援
物

資
収
集
所
に
て
、
ボ
一
フ
ン
テ
ィ
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
仕
分
け
し
、
物
資
を
第
一
便
、

第
二
便
、
第
三
値
と
し
て
分
け
て
郵
送
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
活
動
は
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
重
電
怒
義
教
援
隊
☆

東
北
関
東
大
震
災
虚
対
し
て
、
加
藤
大
書
を

は
じ
め
、
高
志
の
仲
間
群
集
っ
燈
ボ
ラ
ン

T
V
や
ラ
ジ
オ
で
も
大
地
震
発
生
時
の

避
難
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
間
違
っ
た
避
難
方
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
地
震
が
発

生
し
た
ら
「
机
の
下
に
隠
れ
る
」
と
い
う

方
法
で
す
。
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長

の
山
村
武
彦
氏
に
よ
る
と
、
大
地
震
が
起

き
た
時
、
机
の
下
に
隠
れ
る
と
、
と
て
も

危
険
だ
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡

路
の
震
災
の
時
、
実
際
に
多
く
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

山
村
氏
い
わ
く
、
大
地
震
の
と
き
は
、
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今
回
の
東
日
本
大
地
震
に
お
い
て
、
震

災
直
後
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
死
者
・
行
方

不
明
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
、

阪
神
・
淡
路
の
震
災
以
降
、
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
の
建
築
基
準
が
厳
し
く
な
り
、

さ
ら
に
、
災
害
に
対
す
る
防
災
技
術
が
高

く
な
り
、
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
被
害
が
抑

え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
を
経
つ
に
つ
れ
、
そ

の
被
害
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
き
、
想
像
を

超
え
た
被
害
の
現
状
を
T
V
の
映
像
で
見

た
と
き
に
は
、
声
も
出
な
く
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
専
門
家
の
人
た
ち
が
、

「
想
定
外
の
地
震
と
津
波
の
大
き
さ
で
し

た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
は
地
震
が
多
い
国
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
防
災
対
策
が
取

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
を
見
て

も
数
々
の
大
地
震
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
れ
だ
け
技
術
が
発
達
し
て
も
、
i

防
災
対
策
を
し
て
も
大
地
震
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
、
そ
の
昔
、
今
よ
り
技
術
が
低
く
、
防

災
対
策
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
過
去
の
大
地

震
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
と
き
の

地
震
の
規
模
や
周
期
に
つ
い
て
調
べ
て
あ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
一
二
〇
〇
年
頃
臆
東
海
・
東
南
海
・
南
海

連
動
大
地
震
（
推
定
）

↑
　
（
約
一
六
〇
年
後
）

●
二
三
八
〇
年
　
臆
東
南
海
∵
（
一
年
後
に
）

南
海
連
動
大
地
震
　
三
十
．
蜘
～
∞
．
〇

↑
　
（
約
一
四
〇
年
）

●
一
四
九
八
年
　
臆
東
海
・
東
南
海
・

（
南
海
）
連
動
「
明
応
地
震
L
 
M
∞
．
N
～
∞
．
阜

や
取
り
組
み
を
、
様
々

い
る
、
江
戸
前
蒲
焼
の

で
き
紹
介
し
ま
す
。

↑
　
（
約
一
〇
〇
年
後
）

●
二
八
〇
五
年
　
■
東
海
・
東
南
海
・
南
海

連
動
「
慶
長
地
震
」
　
く
ヨ
①
～
∞
．
〇

↑
　
（
約
一
〇
〇
年
後
）

一
七
〇
三
年
　
●
関
東
大
地
震
「
元
禄
関

東
地
震
＼
元
禄
大
地
震
」
之
両
．
N

大
正
関
東
大
震
災
と
同
じ
海
溝
型
地
震

と
さ
れ
る
。

↑一
七
〇
七
年
　
臆
東
海
・
東
南
海
・
南
海

連
動
「
宝
永
地
震
L
 
M
∞
．
①

関
東
南
西
部
・
東
海
地
方
～
四
国
に
か

け
て
ほ
ぼ
同
時
に
大
地
震
発
生
。

↑
　
（
四
九
日
後
）

一
七
〇
七
年
　
▲
富
士
山
噴
火
「
宝
永
大

噴
火
」
　
（
歴
史
上
最
後
の
富
士
山
噴
火
）

小
型
の
爆
裂
火
口
な
ど
の
兆
候
は
一
七

〇
〇
年
頃
か
ら
確
認
。

（
参
考
‥
富
士
山
の
噴
火
史
）

一
八
五
四
年
　
獲
東
海
・
東
商
海
・
南
海

連
動
「
安
政
地
震
」
M
∞
．
ふ

三
二
時
間
後
、
南
海
地
震
発
生
。

死
者
五
千
人
、
余
震
が
九
年
間
続
く
。

↑一
八
五
五
年
　
○
関
東
南
部
直
下
型
地
震

「
安
政
の
大
地
震
L
 
M
の
．
①

死
者
四
千
人
以
上
。

関
東
の
き
モ
ク
一
フ
ス
の
直
下
型
地
震
は
七

〇
年
～
八
〇
年
周
期
説
が
あ
る
。

（
参
考
）
一
八
九
四
年
　
「
明
治
東
京
地

震
L
 
M
T
O
（
直
下
型
地
震
）

死
者
三
一
人

『
職
人
の
レ
シ
ピ
』
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か

ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
角
田
先
生
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
書
店
に
て
発
売
さ
れ
て
い
ま

の
で
ご
覧
下
さ
い
。

細
田

主
上
ぐ
ヾ
＼
〈
“
＼
／
1
！
∴

私
は
現
在
、
代
々
木
に
あ
り
ま
す

「
澤
田
家
」
に
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

お
店
は
注
文
を
受
け
て
か
ら
鰻
を
蒸
す

の
で
少
々
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、

そ
の
分
、
味
に
は
絶
対
的
な
自
信
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
、
お
店
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

こ
こ
か
ら
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
お
話

し
で
す
が
、
私
は
新
東
会
随
一
の
ゴ
ル

フ
好
き
（
ゴ
ル
フ
歴
一
二
年
）
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。
内
原
c
c
の
メ
ン
バ

ー
コ
ー
ス
で
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ハ
ン
デ
⑪

で
す
。
い
つ
で
も
皆
さ
ん
の
挑
戦
を
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。


